





Combi:ned Opera tio:n of N on幽Conventional Energy 
Sources with Sea固執TaterPumping-Up Station 
Iwao MIY ACHI and Masayuki YODA 
Because of their uncertainty in expected output capacity and time duration， the so-called 
non-conventional energy sources are considered to be insufficient as yet for the purpose of 
alteniating the petroleum in the domain of electric power supply industry. The authors have 
b巴endeveloping the possibility of realizing a large scale sea-water pumping句uppower station， in
which the ocean will be serving as an upper reservoir， and trying tωop戸romot民ethe exceptional 
Cωont仕nゐbu凶1此ti叩0叩noぱfthose sources through tぬheintervening energy storage by pumped-up sea 
f臼acαil批i託ta抗ti泊ngthe smooth operation of electric power systems. This pape釘rdescribes shortIy the 
present status of non-conventional energy sources together with the detailed configuration of 
proposed sea-water pumping-up station. The suitable combination of joint operation and the 





























































表 1 日本における電力の新技術展望 宮地。依田
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55・5 特 新エネルギーの開発 ルギー (LNG，石炭.オイルシエー ル)，
自然エネJレギ…(大l耳目地熱，風力，
海洋，バイオマス)





Eι・ι エネルギー貯蔵技術 新形電池，蓄晶，フライホイール. I 超電導コイル。水素 | 
表 3 エヰノレギーに関する電気関係学会νンポジウム諜題
全:電気学会全国大会， 連:竜気四学会連合大会 宮地・依田
年度 Iえ分 課 題 細 目
全 "ワーエレクトロニクス 車子hZ、用口 ，自動化蝿接持，屯動
117 
連 十実利合発屯 <1既念，フラント，フラス'マ.ブラ〆ケット，マグネット





連 新エネルギー開発 MHD，高速増トー靖フ胆，海，燃洋1 ラジオアイソ
全 エネルギーシステム 地域i制発，トー タルシステム，需給予測
50 
連 エネルギー稿送 主流屯力，直流電力
















511 展望，原子力，石炭火力，両効率化通 11.石油発福枝耐 開発動向
全 高t量減・省エネルギー 吉正気絶縁 縮世化，高耐力イヒ.低損失化
55 太陽.地熱.石炭ずスイヒ・限It， 遅 代待エネルギー開発 水素
全 省エネルギー機器の磁気的諸問題 先生， I!i;減，桝析，構造，測定
一秩損
Eι 


















































エネルギ 供給の安定性 技術開発見通し 環境揮全技術田開発見通し 電力運用 地域振興 中部園田電力供




評価要素 安定性 継続性 的に貢献する度合 将来性 将来性 適合性 への貢献 する総合評価
輸入の 近い将来 栂来
商業タ手1ト 基 実 タプ1塞フ
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い閲 い亜 E調 能による発電方式 産 国国 標期 期 誠
査 転 究査 性き害警 有 有
太 陽 熱. • • • • • • • • • • • 
太陽 士 陽 光 • • • • • • • • • • • 時暖房システム. • • • • • • • • • -・天然蒸気・熱併給. • • • • • • • • • • • 地熱 低沸点流体. • • • • • • • • .11. • 火山 高温岩体. • -・ • • • .11. • • • 波 力. • • • • • • • • • • • 海岸 潮 汐. • • • • • • • • • • • 海洋視度蓋. • • • • • • • .1 • • 風力 風 力. • • • • • • • • • • • M H D • • • • • • • .1 1. • • • 燃 料 電 池 • • • • • • • .1 1. • • • 
石炭











































































































































頃:----とご 彬同期削仙の足形 泌 1;'料開此l氏"キ作割 l 案罰 2 案 m 1 案 凱 2 綻
韮最大出力 [MW) 900 1，800 300 900 
本 尭連有電動効蕗設時備間茶[MW)X[台数]
300X 3 300X 5 150X 2 150X 6 
仕 [h) 12 12 12 12 
樟 [m) 500 50C 100 lOC 
72 72 180 180 
ド庇 桔 :.r(m'ユh) 216 432 360 l.08C 
油貯水W- ll~ (lQl.m'] 9，330 18.700 15，600 46，700 
間一 [10
10.4 21.0 18.4 54.9 
様空 W"'XH'" 40X60 50X70 115X 2$iljX50 245X 3JljX50 
XLm X600X 9itli X620X6対X2 X1600 X1500 
桂 E 問 〔年] 11-12 
済建設問 [億円] 7.000様
性発電原価 〔円んWh) 148 
週 用 プロトタイプ 実用フラント 離品 U 踊 1i1l17ラ J 卜
※ Milit'l~は"まはい。
3. 3 検討



























新エネノレギー 源と海水湯水発電所との連系運用 7 
表6 海水揚水機器の問題点と対策 依田@宮地















































0.2 0.5 5 10 
N fui 
20 50 100 200 
電気協同研究 34 -3 









































































































































































































2 年前に提唱していた目標値50MW の 2~5 倍に相当
している。
5. 3 拡大運用
新エネノレギー源の枠をさらに拡大すれば，台風，豪雨，
豪雪などの気象エネノレギーやその小集約としての洪水エ
ネノレギーにも言及することができる。また河口堰を利用
した低落差大流量の水力エネノレギーも海水揚水に役立た
せることができる。離島電源や僻地電源を補強する場合
には，それらの供給すべき現在の負荷曲線と，安定電源
が確保された場合の潜在需要とを想定して，運用設備の
組合わせを検討する必要がある。特にこれからは太陽を
含む地球環境での気象エネノレギー活用の必要性を認識
10 宮地 巌・依田正之
し，電力気象学の確立を目指して新しい意味での人工降
雨法の研究開発を指向するなど，海水揚水発電所を主軸
として，新エネノレギー源の拡大運用が望ましいと考えて
いる。
6.あとがき
この論文は，まず実用規模での海水揚水発電方式数案
を策定し，これを仲介としてあらゆる形式の新エネルギ
ー源を貯蔵放出する形で効率的に利用することによっ
て，それらの不確定性を定常化しようとする一連の計画
の論述である。またこの関係は気象エネルギーの活用の必
要性にまて、拡大することに言及している。石油代替エネル
ギーの開発にあたっては，主力エネルギーと補完エネル
ギーとを明確に分離し，研究費の投入度合にも配慮があ
って然るべきだという考え方もあるが，一方現在の課題
は， 1次エネノレギー全体と今日の社会を支える技術との
関係を見直す「エネノレギー開発」にあるともいわれてい
る。また「開発」は理屈ではなく実際に物が動き出した
その「経験」であるともいう。さらに大学では既存の技
術の延長線上にない新技術の開発を担当せよとの声も高
い。このような基本的諸見解を参照しながら，本論文の
内容にできるだけの具体性をもたせたつもりである。
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